
2007.APRIL

4.25
No.740

2007.APRIL

4.25
No.740

［主な内容］ 
平成19年度当初予算 
議会報告 

［主な内容］ 
平成19年度当初予算 
議会報告 

表紙説明は裏表紙



現
在
の
地
方
財
政
は
景
気
が
回
復
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
税
制
改
正
の
影
響
か

ら
地
方
税
収
入
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
三
位
一
体
改

革
で
、
国
庫
補
助
負
担
金
や
地
方
交
付

税
が
減
額
さ
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
財

源
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本

来
地
方
分
権
を
進
め
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
改
革
が
、
国
の
財
政
再
建

を
優
先
し
た
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
地

方
へ
の
十
分
な
財
源
の
配
分
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
地
域
福
祉
施
策
や
循

環
型
社
会
形
成
の
た
め
の
環
境
施
策

や
、
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、

町
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
事
務
事
業

の
見
直
し
を
徹
底
し
、
一
層
の
効
率
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
堅
実
な
財

政
運
営
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
岡
垣
町
が
政
策
的
に
も
財
政
的
に
も

継
続
し
て
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

継
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
計
画
的
に
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
で

は
、
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

第
４
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を

策
定
し
実
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

で
は
、「
人
と
自
然
の
や
さ
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
」を
基
本
理
念
に
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

標
に
、
次
の
４
つ
の
大
き
な
視
点
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
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地
方
財
政
の
状
況

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

継
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て

決
断
か
ら
実
行
へ
平
成
19
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
当
初
予
算

岡
垣
町
行
財
政
構
造
改
革
は
、
２
年
目
の
取
り
組
み
に
入
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
社
会
状
況
が
続

く
中
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
し
、

幸
せ
と
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
岡
垣

町
は
行
財
政
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
19
年
第
１
回

岡
垣
町
定
例
会
が
３
月
に
開
催
さ
れ
、

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

や
、
条
例
の
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

り
組
み
の
う
ち
、
公
民
館
な
ど
の
使
用

料
の
減
額
免
除
制
度
を
見
直
し
ま
し
た

の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
76
億
３

８
０
０
万
円
で
す
。
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

１
億
２

５
０
０
万
円
（
１
・
７
％
）
の
増
加
で
す
。

決
断
か
ら
実
行
へ



〔
後
期
基
本
計
画
の
４
つ
の
視
点
〕

①
自
然
と
調
和
を
図
り
つ
つ
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り

②
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り

③
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

④
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連

動
し
た
ま
ち
づ
く
り

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
こ
れ

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、

継
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、「
②
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
行
政
が
主
体
的
に

事
業
を
行
っ
て
き
た
も
の
を
、
こ
れ
か

ら
は
、
住
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
住
民
組
織
が
主
体

と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転

換
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、「
①
自
然
と
調
和
を
図
り
つ

つ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

開
発
誘
導
に
よ
る
雇
用
の
創
出
な
ど
地

域
活
性
化
を
進
め
る
拠
点
整
備
や
開
発

の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

長
期
的
な
視
野
を
持
ち
、
国
の
政
策

の
転
換
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
自
治
体
自
治
体
と
な

る
よ
う
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

3

Ｐ
２
〜
９
　

平
成
19
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
当
初
予
算

Ｐ
10

議
会
報
告

◆
副
町
長
・
会
計
管
理
者
を
設
置

◆
公
の
施
設
整
備
基
金
条
例
を
改
正

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス
タ
ー
ト

Ｐ
11

◆
特
別
敬
老
祝
金
の
額
を
二
十
万
円
か

ら
十
万
円
へ

◆
第
９
次
住
居
表
示
事
業

公
民
館
な
ど
の
使
用
料
の
減
額
免
除
制

度
の
見
直
し

7,900

7,800

7,700

7,600

7,684

7,781

7,348

7,513

7,638

7,500

7,400

7,300

7,200

7,100
H15 H16 H17 H18 H19

（単位：百万円） 特別会計 企業会計 

会計区分 
会計区分 

予算額 
予算額 

前年比 
前年比 

国民健康保険 
事業 

　水道事業 
　　収益的収入 
　　収益的支出 
　　資本的収入 
　　資本的支出 
　下水道事業 
　　収益的収入 
　　収益的支出 
　　資本的収入  
　　資本的支出 

老人保健事業 

住宅新築資金 
等貸付事業 

35億 
6,053万円 

5億1,338万円 
4億9,370万円 
1億2,620万円 
3億   719万円 

－0.5% 
－0.6% 
－29.5% 
－1.2%

－3.2% 
－1.6% 
3.1% 
1.7%

7億8,843万円 
8億6,339万円 
6億4,596万円 
9億3,948万円 

37億 
9,456万円 

142万円 

16.3%

3.2%

－47.1%

●一般会計当初予算規模の推移●特別会計・公営企業会計予算

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、現年度分損益勘定
留保資金などで補てんします

決断から実行へ
平成19年度当初予算

樋　　龍治 岡垣町長



4

町
税〔
28
億
１
３
７
０
万
円
〕

前
年
比
３
億
４
３
３
６
万
円
、
13
・

９
％
増

個
人
町
民
税
は
、
税
制
改
正
に
よ

り
定
率
減
税
を
全
廃
す
る
こ
と
や
、

所
得
税(

国
税)

の
税
率
を
下
げ
、
町

県
民
税(
地
方
税)

の
税
率
を
上
げ
る

い
わ
ゆ
る
税
源
移
譲
に
よ
り
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
土
地
の
下
落
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
家
屋
は
共
同
住

宅
な
ど
の
建
設
で
全
体
で
は
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
ば
こ
税
は
、
前
年
度
に
児
童
手

当
拡
充
分(

第
６
学
年
終
了
ま
で)

の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
税
率
の
改

正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
増
進
や

た
ば
こ
の
値
上
げ
に
よ
る「
た
ば
こ
離

れ
」が
影
響
し
、
減
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

地
方
交
付
税〔
19
億
２
４
９
５
万
円
〕

前
年
比
１
億
５
９
７
０
万
円
、
７
・

７
％
減

国
の
地
方
財
政
計
画
で
、
普
通
交

付
税
は
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
４
・

４
％(

全
国)

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
交
付
実
績
を
鑑
み
、
地
方
財

政
計
画
を
上
回
る
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

町
債〔
３
億
９
７
０
０
万
円
〕

前
年
度
比
５

９
０
０
万
円
、
12
・

９
％
の
減

社
会
福
祉
法
人
が
建
設
を
予
定
し

て
い
る
総
合
福
祉
施
設
へ
の
貸
付
や

自
然
災
害
な
ど
に
備
え
た
住
民
へ
の

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
の
同
報
系
無

線
の
整
備
の
た
め
起
債(

借
金)

を
し

ま
す
。
な
お
、
前
年
度
実
施
し
た
大

型
建
設
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど

で
全
体
の
起
債
金
額
は
減
少
し
て
い

ま
す
。

国
・
県
支
出
金〔
７
億
４

８
０
１
万

円
〕

前
年
度
比
３
９
３
６
万
円
、
５
・
０
％
減

本
年
度
は
県
知
事
県
議
会
議
員
選

挙
や
参
議
院
議
員
選
挙
の
執
行
、
県

税
事
務
委
託
金
の
積
算
方
法
の
変
更

で
増
加
し
ま
す
。
一
方
、
街
路
整
備

事
業(

海
老
津
・
源
十
郎
線
）、
海
老

津
駅
周
辺
整
備
事
業(

市
街
地
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
・
や
は
ぎ
川
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
整
備)

が
前
年
度
で
終
了
し
た
こ

と
に
よ
り
国
庫
支
出
金
は
大
幅
に
減

少
し
ま
す
。

繰
入
金〔
６
億
２
０
０
０
万
円
〕

前
年
度
比
１
億
９

０
０
０
万
円
、

44
・
２
％
増

町
の
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
に
財

政
調
整
基
金(

貯
金)

か
ら
５
億
７

０

０
０
万
円
、
退
職
者
手
当
の
支
払
い

に
充
て
る
た
め
退
職
準
備
基
金(

貯

金)

か
ら
５

０
０
０
万
円
の
取
り
崩

し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
繰
入
金
の

額
か
ら
、
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

町税（36.8%）  
28億1,370万円 

繰越金（2.6%）  
2億円 

繰入金（8.1%）  
6億2,000万円 

使用料・手数料（1.9%）  
1億4,248万円 

諸収入（1.7%）  
1億3,283万円 

分担金・負担金（2.2%）  
1億6,915万円 

その他（0.2%）  
1,589万円 

地方交付税（25.2%）  
19億2,495万円 

町債（5.2%）  
3億9,700万円 

国庫支出金（4.6%）  
3億4,736万円 

県支出金（5.2%）  
4億64万円 

地方消費税交付金（2.8%）  
2億1,000万円 

地方譲与税（1.6%）  
1億2,000万円 

地方特例交付金（0.4%）  
3,300万円 自動車取得税交付金（0.9%）  

7,000万円 

利子割交付金（0.2%）  
1,500万円 

その他（0.4%）  
2,600万円 

●地方交付税及び臨時財政対策債の推移 
　（予算ベース） 

H19H18H17H16H15

H19H18H17H16H15

0

1,000

2,000

3,000

4,000
（単位：百万円） 

2,366

600

地方交付税 臨時財政対策債 

●町税の推移（予算ベース） 

0

1,000

500

1,500

2,000

2,500

3,000
（単位：百万円） 

固定資産税 個人町民税 

法人町民税 その他町税 

歳入予算 

【自主財源】 
40億9,405万円 
（53.5％） 

【依存財源】 
35億4,395万円 
（46.5％） 

歳入 

475

2,062 1,925

289

2,085

332

2,087

365

1,199

1,325

0.5

185

1,149

1,036

100

185

1,218

1,015

87

174

1,212

922

85

173

1,154

931

84

170
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人
件
費〔
職
員
・
議
員
の
給
与
、
委
員

報
酬
、
共
済
組
合
負
担
金
な
ど
〕

前
年
度
比
５
０
０
７
万
円
、
３
・
７
％

増
職
員
の
給
料
は
前
年
度
並
み
の
水
準

で
す
。
ま
た
、
議
員
報
酬
が
定
数
を
削

減〔
18
名→

16
名
〕し
た
た
め
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
は
退
職

手
当
が
措
置
さ
れ
て
い
る
た
め
全
体
で

は
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費〔
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
へ
の

手
当
、
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
費
な
ど
〕

前
年
度
比
３
８
０
７
万
円
、
４
・
３
％

増
児
童
手
当
の
引
き
上
げ
や
乳
幼
児
医

療
費
の
初
診
料
、
往
診
料
の
無
料
化
、

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
金
の
補
助
単
価

の
引
き
上
げ
な
ど
で
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

公
債
費〔
町
債(

借
金)

の
返
済
〕

前
年
度
比
２

２
５
７
万
円
、
４
・

１
％
減

臨
時
財
政
対
策
債
や
義
務
教
育
施
設

整
備
事
業
債(

岡
垣
東
中
給
食
施
設
建

設
事
業)

の
償
還
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

地
域
総
合
整
備
事
業
債(

い
こ
い
の
里

建
設)

な
ど
の
償
還
が
終
了
し
た
た
め

全
体
で
は
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
費
〔
公
共
施
設
の
委
託
料
、
消
耗

品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
な
ど
〕

前
年
度
比
５
９
２
７
万
円
、
４
・
１
％

増
今
年
度
４
月
、
７
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
統
一
地
方
選
挙(

県
知
事
県
議
会

議
員
、
岡
垣
町
議
会
議
員
）、
国
政
選

挙(

参
議
院
議
員)

の
執
行
経
費
や
、
将

来
の
岡
垣
町
の
発
展
の
た
め
の
Ｊ
Ｒ
海

老
津
駅
南
側
開
発
調
査
の
委
託
料
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。。
そ
の
ほ
か
、

山
田
小
学
校
校
舎
プ
レ
ハ
ブ
リ
ー
ス
や

戸
切
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
入
替
な
ど
の
教

育
環
境
の
充
実
と
適
正
化
確
保
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
助
費
等〔
各
団
体
等
な
ど
の
補
助

金
・
負
担
金
な
ど
〕

前
年
度
比
１
億
９

５
３
０
万
円
、

17
・
８
％
増

可
燃
ご
み
の
処
理
を
北
九
州
市
へ
委

託
す
る
こ
と
で
、
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
の
負
担
金
が
大
幅
に

増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
制
度
改
正

で
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
対
象
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
準
備
の
た

め
負
担
金
が
発
生
し
ま
す
。

維
持
補
修
費
〔
公
共
施
設
の
補
修
費
〕

前
年
度
比
１
０
１
万
円
、
２
・
３
％
減

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
補
修
な
ど

で
、
前
年
度
予
算
額
の
水
準
で
計
上
し

て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費〔
道
路
や
施
設
の
建
設
、

失
業
対
策
、
災
害
復
旧
な
ど
の
事
業
費
〕

前
年
度
比
２
億
４
６
５
１
万
円
、
35
・

１
％
減

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業(

赤
井

手
・
東
高
陽
線
交
差
点
改
良
、
吉
木
・

海
老
津
線
歩
道
設
置)

や
ご
み
中
継
基

地
の
周
辺
整
備
事
業(

糠
塚
公
民
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
）、
下
水
路
整
備
事

業(

高
陽
団
地
の
側
溝
整
備)

を
前
年
度

に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成

18
年
度
で
街
路
整
備
事
業(

海
老
津
・

源
十
郎
線)

、
海
老
津
駅
周
辺
整
備
事

業(

や
は
ぎ
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
、

市
街
地
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備)

、
特
定

地
域
開
発
就
労
事
業(

吉
木
・
海
老
津

線)

が
終
了
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て

は
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
出
金〔
会
計
相
互
間
で
、
経
費
の
負

担
区
分
の
原
則
に
基
づ
き
支
出
さ
れ
る

も
の
〕

前
年
度
比
２
０
８
４
万
円
、
１
・
６
％

増
国
民
健
康
保
険
事
業
や
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
、
保
険
基
盤
安
定

繰
出
金
は
医
療
費
の
増
加
の
影
響
で
増

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

議会費（1.6%）  
1億2,516万円 

総務費（18.5%）  
14億938万円 

人件費（18.5%）  
14億1,633万円 

扶助費（12.2%）  
9億3,124万円 

公債費（6.8%）  
5億2,255万円 

物件費（19.6%）  
14億9,476万円 

補助費等 
（16.9%）  
12億9,196万円 

維持補修費 
（0.6%）  
4,272万円 

投資的経費 
（6.0%）  
4億5,646万円 

繰出金 
（17.8%）  
13億6,206万円 

その他（1.6%）  
1億1,992万円 

民生費（31.8%）  
24億2,535万円 

衛生費（10.5%）  
8億142万円 

労働費（0.1%）  
706万円 

農林水産業費（3.1%）  
2億3,982万円 

商工費（1.1%）  
8,291万円 

土木費（11.1%）  
8億5,157万円 

消防費（4.9%）  
3億7,280万円 

教育費（10.3%）  
7億8,785万円 

災害復旧費（0.0%）  
13万円 

公債費（6.8%）  
5億2,255万円 

予備費（0.2%）  
1,200万円 

●公債費の推移 

H19H18H17H16H15

52,255

54,512

58,119

61,284
62,519

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000
（単位：万円） 

歳出予算 

歳出 
【目的別】 

歳出 
【性質別】 

決断から実行へ
平成19年度当初予算
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自然に想いを～緑を育み水を守るまち～

ISO14001認証登録更新事業 89万円

児童自然体験学習事業 88万円

環境パトロール事業 169万円

生ゴミ回収奨励補助金交付事業 134万円

資源物回収活動奨励交付事業 788万円

一斉清掃補助金交付事業 142万円

小型浄化槽設置整備事業 765万円

家庭版・学校版環境ISO認証事業 37万円

公園維持補修工事 250万円

排水路改良工事 5,700万円

地域に輝きを
～資源を生かし活力を創造するまち～

○情報プラザ管理運営事業 6,215万円

○競争力ある土地利用型育成事業 1,193万円

○中山間地域直接支払交付金事業 1,043万円

○良質米生産対策補助事業 250万円

○活力ある高収益型園芸産地育成事業 208万円

○担い手農地情報活用集積促進事業 95万円

○県営ほ場整備事業 100万円

○ため池(県営)整備事業 3,845万円

○農業用水路整備事業 2,872万円

○漁業振興事業補助金交付事業 800万円

○水産業振興対策事業 335万円

○商工業者融資預託金事業 3,000万円

○ＪＲ海老津駅南側開発に係る調査 2,000万円
生活の利便性の高さを生かした住宅地を中心とする土

地の有効活用が望まれます。また民間活力による開発

計画を推進していくための具体的な整備手法の調査検

討を行います。

○制度融資資金保証料補助事業 200万円

○特産品(いも焼酎)開発事業 94万円
良質な地下水を使用した岡垣ブランドの焼酎を創出し、

産業の活性化・遊休地の有効活用を行います。

○ＪＲ海老津駅前イルミネーション事業 180万円

○観光施設整備事業 244万円

～人と自然のやさしいハーモニー～

▲児童自然体験学習

▲駅前イルミネーション

▲いもの収穫
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暮らしに安心を
～健やかで快適に暮らせるまち～

○コミュニティバス運行業務委託料 4,316万円

○防犯灯設置事業 371万円

○同報系無線整備事業 571万円
町から住民への情報提供手段として同報系無線を整備

し、集中豪雨・台風・地震などの自然災害、テロ災害

に備えます。

○社会福祉協議会補助金 4,196万円

○老人福祉施設入所措置費 2,964万円

○老人憩の家管理運営事業 2,275万円

○敬老会事業(敬老会事業費補助金、敬老・特別敬

老祝金) 2,762万円

○介護予防サービス事業 2,820万円

○緊急通報装置給付等事業 200万円

○いこいの里施設管理運営事業 7,827万円

○介護保険事業 3億2,817万円

○障害者相談センター運営委託料 468万円

○地域生活支援事業 2,349万円

○自立支援サービス事業 2億951万円

○重度心身障害者タクシー初乗り利用券給付事業

565万円

○身体障害者更生医療給付事業 758万円

○身体障害(児)者補装具交付修理事業 646万円

○知的障害者デイサービス事業負担金 445万円

○すぎな園施設負担金 1,028万円

○児童手当支給事業 2億951万円

○こども未来館運営事業 1,161万円

○保育所児童措置事業 7,790万円

○病児・病後児保育施設整備費補助金 330万円
保護者などが仕事などで家庭での保育や看護ができな

い病時または病後の回復期の児童を受け入れるための

施設の整備を遠賀中間医師会が行います。それに伴い、

遠賀郡4町と中間市が共同で補助を行います。

○民間保育所運営委託事業 4,602万円

○広域入所委託事業 1,488万円

○乳幼児・障害者・母子家庭等医療費2億857万円

○乳幼児医療費 6,844万円
少子化対策の一環で、平成18年度から外来の乳幼児医

療費の助成対象年齢を3歳未満から5歳未満に引き上げ

ました。今年度から初診料・往診料も無料となります。

○各種検診事業 4,252万円

○乳幼児感染症予防事業 1,423万円

○乳幼児・妊婦健診事業 681万円

○県道事業負担金 2,250万円

○特定防衛施設調整交付金事業(道路) 1,689万円

○交通安全施設(歩道)整備事業 5,150万円

○証明書自動交付機設置事業 157万円
西部地域の利便性を向上するため、西部公民館内に証

明書自動交付機を設置します。

○町営住宅管理事業 1,733万円

○自主防災組織育成補助金交付事業 100万円

平成19年度の主要事業
決断から実行へ
平成19年度当初予算

▲こども未来館「ぷくぷくクラブ」

いきいき長生き講座

▲
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人に元気を～心が通う交流と文化のまち～

○男女共同参画事業 142万円

○サンリーアイ施設管理運営事業 2億5,831万円

○国際交流事業 2,317万円

○障害児学童保育事業 58万円

○放課後児童健全育成事業 2,795万円

○学童保育所整備事業 193万円
良好な保育環境を整備し、待機児童を解消するため、

民間施設等の有効活用も視野に入れた、第二山田学童

保育所を整備します。

○まつり岡垣事業 600万円

○春まつり事業 150万円

○波津海水浴場フェスティバル事業 70万円

○特別支援学級設置事業 423万円

○児童遠距離通学定期補助金事業 130万円

○研究指定校等補助金交付事業 110万円

○英会話講師招聘事業 412万円

○新一年生安全対策事業 24万円
○防犯カメラ設置事業 241万円
学校の安全管理を図り、教育環境の充実のため防犯カ

メラを内浦小学校に設置します。本年度で全ての学校

に配置が完了します。

○小学校給食調理委託事業 2,828万円

○小・中学校施設整備事業 3,042万円

○中学校給食調理等委託事業 2,267万円

○公共建築物耐震化事業 1,020万円
「岡垣町公共建築物耐震化に関する推進計画」に基づき、

内浦小学校の耐震化に取り組みます。今年度は、耐震

診断の実施結果に基づき実施設計等を行います。

○私立幼稚園就園奨励補助事業 5,830万円

○公民館講座事業 587万円

○公民館施設整備事業 454万円

○町民文化祭補助金交付事業 200万円

○人権教育啓発事業 245万円

○成人式事業 118万円

○地域指導員設置事業 203万円

○青少年健全育成事業 739万円

○通学合宿「夢の体験塾」事業 193万円

○創年のたまり場事業 57万円

▲まつり岡垣

▲公民館講座「成人講座ゆうま」の風景

▲波津ビーチフェスタ

へい



9

住民と行政の協働によるまちづくりの推進

○ネットオークション(ネット公売)実施事業 78万円

○職員研修事業 173万円

○広報活動(広報おかがき)事業 677万円

○映像広報事業 673万円

○おかがきファンクラブ事業 470万円
岡垣町の自然などに関心のある人を対象に、町が企画

するさまざまな制度を通してまちづくりに参画してい

ただきます。会員には町の情報などを提供し、全国に

岡垣町をＰＲします。

○地域づくり交付金(山田校区)事業 100万円
地域住民の創意と工夫による地域の特性を活かしたま

ちづくりができるよう、行政が持っている権限と財源

を地域に移譲します。

○提案公募型地域活性化事業 100万円
町民などで構成する団体が企画立案し、主体的に行う

事業を町に提案します。審査決定後補助金を交付しま

す。

○電子計算機保守業務 6,111万円

○電子計算機新規開発事業 836万円

○老人福祉施設費負担金 1,173万円

○し尿処理施設費負担金 1億3,018万円

○火葬場施設費負担金 1,383万円

○ごみ処理施設負担金 4億1,516万円

○消防施設費負担金 3億2,658万円

○休日急病センター負担金 469万円

○組合事務所負担金 3,873万円

○農業共済事業特別会計負担金 1,338万円

他会計への繰出金・負担金

○公共下水道事業繰出金 4億5,000万円

○農業集落排水事業繰出金 2,100万円

○漁業集落排水事業繰出金 200万円

○国民健康保険事業特別会計繰出金 1億6,425万円

○保険基盤安定繰出金 1億1,232万円

○老人保健事業特別会計繰出金 3億3,049万円

○水道事業会計負担金 200万円

決断から実行へ
平成19年度当初予算

▲遠賀・中間リレーセンター▲おいしい水をいつまでも（水道まつりの様子）

▲山田校区コミュニティ会議の様子

▲おかがきファンクラブ「いちごオーナー制度」

遠賀・中間地域広域行政事務組合負担金



1010

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
４
月
１

日
か
ら
、
助
役
制
度
、
収
入
役
制
度
を

改
正
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
地
方
分
権
の
中
で
町

の
所
管
す
る
分
野
や
事
業
は
拡
大
し
、

責
任
や
役
割
も
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の

自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
、
町
長
に
よ

る
行
政
経
営
機
能
を
よ
り
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

【
副
町
長
の
設
置
】

こ
れ
ま
で
の
助
役
に
代
わ
り
副
町
長

を
置
き
ま
し
た
。

助
役
の
職
務
で
あ
っ
た
町
長
の
補

佐
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
の
監
督
、

町
長
の
職
務
の
代
理
に
加
え
、
副
町
長

は
、
町
長
の
命
を
受
け
政
策
及
び
企
画

を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
、
町
長
の
事
務
の

一
部
に
つ
き
委
任
を
受
け
自
ら
の
権
限

と
責
任
に
お
い
て
事
務
を
執
行
す
る
こ

と
を
、
そ
の
職
務
と
し
て
法
律
で
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
副
町
長
は

一
名
と
し
、
４
月
１
日
か
ら
広
渡
助
役

が
副
町
長
と
な
り
、
そ
の
職
務
に
あ
た

り
ま
す
。

【
会
計
管
理
者
の
設
置
】

会
計
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
特
別
職
の

収
入
役
に
代
わ
り
一
般
職
の
会
計
管
理

者
を
置
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
平
成
17

年
４
月
か
ら
収
入
役
を
廃
止
し
、
助
役

が
収
入
役
の
事
務
を
行
い
事
務
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
事
務

は
新
た
に
設
置
し
た
会
計
管
理
者
が
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
会
計
管
理
者
は
、
企

画
政
策
室
長
が
兼
務
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

将
来
に
向
け
た
公
共
施
設
の
整
備
資

金
を
確
保
す
る
た
め
、
公
の
施
設
整
備

基
金
条
例
を
改
正
し
、
原
則
と
し
て
毎

年
一
定
金
額
を
積
み
立
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

昭
和
51
年
に
設
置
し
た
こ
の
基
金

は
、
平
成
７
年
ま
で
開
発
事
業
に
伴
う

公
共
施
設
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
開

発
事
業
者
か
ら
徴
収
し
た
負
担
金
を
積

み
立
て
、
山
田
小
学
校
の
建
て
替
え
な

ど
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
町
内
に
は
小
中
学
校
や
公
民
館

を
は
じ
め
、
多
く
の
公
共
施
設
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
老
朽
化
な
ど
で
、
施

設
改
修
や
建
て
替
え
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
公
共
施
設
の
整
備
や
改
修
に
は
、

一
時
的
に
大
き
な
経
費
が
か
か
る
た

め
、
計
画
的
に
積
み
立
て
な
が
ら
有
効

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
基
金
残
高
は

平
成
19
年
４
月
現
在
、
約
四
千
五
百
万

円
で
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

こ
れ
ま
で
75
歳
以
上
の
人
は
、
国
民

健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加

入
し
な
が
ら
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
は
、
現
在
加
入
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者
保
険
の

資
格
は
な
く
な
り
、
新
た
に
独
立
し
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
な
ど

の
大
き
な
環
境
変
化
に
対
応
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
を
維
持
し
て
い
く
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

県
内
の
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
福

岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運

営
主
体
と
な
り
、
保
険
料
の
決
定
や
医

療
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
医
療
制
度
の
対
象
者

○
75
歳
以
上
の
人

○
65
歳
以
上
74
歳
以
下
で
一
定
の
障
害

者
認
定
を
受
け
た
人

医
療
費
の
負
担
割
合

一
般
は
１
割
、
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割

保
険
料
の
納
付
対
象
者

全
員
が
対
象
で
す
。
こ
れ
ま
で
負
担

の
な
か
っ
た
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
も
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
決
ま
り
方

被
保
険
者
全
員
が
均
等
に
負
担
す
る

均
等
割
額
と
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
所
得
割
額
の
合
計
が
保

険
料
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
金
額
は
、

こ
れ
か
ら
広
域
連
合
で
決
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
被
扶
養
者
と

し
て
保
険
料
を
負
担
し
て
こ
な
か
っ
た

人
や
低
所
得
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
軽
減
さ

れ
ま
す
。

窓
口
及
び
徴
収
す
る
機
関

各
市
町
村
が
行
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

○
特
別
徴
収
＝
年
額
18
万
円
以
上
の
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金
か
ら

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
合
計
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

は
、
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収
＝
特
別
徴
収
に
該
当
し
な

い
人
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な

ど
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

副
町
長
・
会
計
管
理
者
を
設
置

公
の
施
設
整
備
基
金
条
例
を
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス
タ
ー
ト

議
会
報
告
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決断から実行へ
議　会　報　告

特
別
敬
老
祝
金
は
、
満
百
歳
の
人
に

祝
金
を
給
付
し
、
長
寿
を
祝
い
敬
愛
と

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
対
象
者
に
と
っ
て
も
記
念
と
な
り
、

み
な
さ
ん
に
老
人
の
福
祉
に
つ
い
て
関

心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。し

か
し
、
地
方
分
権
や
国
の
三
位
一

体
改
革
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
が
進
む
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
現
状
の
ま
ま
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で
新

た
な
課
題
へ
の
対
応
や
、
高
齢
者
全
体

の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

介
護
予
防
事
業
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
な
人
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
別
敬
老
祝
金
の
給
付

は
継
続
し
ま
す
が
、
給
付
額
を
平
成
19

年
度
か
ら
10
万
円
に
見
直
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
見
直
し
に
は
、
平
成
19
年
岡
垣

町
議
会
第
１
回
定
例
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
議
論
さ
れ

ま
し
た
。「
厳
し
い
財
政
状
況
」と
い
う

背
景
か
ら
、
や
む
を
得
ず
給
付
額
を
見

直
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
決
し
て
敬

愛
の
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
長
寿
を

祝
う
こ
と
の
大
切
さ
は
変
わ
り
な
い
こ

と
が
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

市
街
地
を
中
心
に
街
区
方
式
※
１
に
よ

る
住
居
表
示
を
実
施
し
、
住
所
を
分
か

り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
住
み
や
す
く
、

快
適
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

海
老
津
区
の
一
部
と
野
間
四
区
の
一

部
を
対
象
に
、
平
成
20
年
10
月
に
予
定

し
て
い
る
第
９
次
住
居
表
示
事
業
の
予

定
区
域
に
隣
接
し
て
い
る
新
興
住
宅
団

地
も
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

平
成
10
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
こ
の

事
業
で
す
が
、
今
回
の
事
業
で
当
初
の

計
画
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
事
業
完

了
時
の
実
施
面
積
は
、
約
６
・
０
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
約
９

５
０
０
世

帯(

町
全
体
の
約
78
％)
に
住
居
表
示
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
１
　
街
区
方
式
　
町
ま
た
は
字
の
区

域
を
道
路
、
鉄
道
、
河
川
な
ど
で
分

け
、
区
画
し
た
地
域(

街
区)

に
付
け

る
符
号
や
建
物
な
ど
に
付
け
る
番
号

を
用
い
て
表
示
す
る
方
法

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

第
９
次
住
居
表
示
事
業

特
別
敬
老
祝
金
の
額
を

二
十
万
円
か
ら
十
万
円
へ

10
月
１
日
使
用
分
か
ら

町
立
公
民
館
・
社
会
体
育
施
設
使
用
料
の

減
額
免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

町
立
公
民
館
と
社
会
体
育
施
設
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
費
用

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
で
進
め
て
い
る
事
務
事
業
の
見
直
し
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

い
た
社
会
教
育
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
対
す
る
施
設
使
用
料
の
減
額

や
免
除
を
見
直
し
、
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
施
設
の
維
持
管
理
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
充
実
し
た
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

10割減額していた団体 
（社会教育団体・町から補
助金の交付を受けている
団体） 

５割減額していた団体 
（公民館同好会・スポーツ
クラブ） 

５割減額 

減額を廃止 

変更前 

内　容 

変更後 

○
冷
暖
房
費
・
体
育
施
設
の
照
明
料

は
、
ど
の
団
体
も
全
額
負
担
で
す
。

た
だ
し
、
体
育
施
設
の
高
校
生
以

下
の
使
用
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

半
額
で
す
。

○
使
用
目
的
が
、
青
少
年
健
全
育
成

の
推
進
、
障
害
者
の
自
立
支
援
に

向
け
て
の
会
議
や
研
修
な
ど
の
と

き
は
、
申
請
に
よ
り
こ
れ
ま
で
ど

お
り
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
・
社
会

教
育
課
へ
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約30人が参加し、山でタケノコ掘
りを行いました。土から突き出たタ
ケノコを、懸命に協力して掘り出し
ていました。掘り終えたあとは、み
んなで昼食です。タケノコの刺身や、
竹筒で炊いたご飯などを食べました。
掘った竹の子はそれぞれお持ち帰り。
夕飯のおかずにと、袋に詰めるお母
さんたちの手つきにも力が入ります。

｢五感に響くような自然景観に優れた場所｣とし
て、県の選定委員会で選ばれました。多くのボラ
ンティアの方々の環境保全活動が実を結びました。

福岡県の快適な環境スポット30選決定

４/15 高陽区成少年健全育成会 新1年生歓迎遠足

春を満喫！ 

町内２か所が快適な環境スポットに 

豊かな環境を引き継いでいくために 

一か所に集めて、効率よく搬送 

町のますますの発展を願って 

春を満喫！ 

春を満喫！ 

町内２か所が快適な環境スポットに町内２か所が快適な環境スポットに 

豊かな環境を引き継いでいくために 

一か所に集めて、効率よく搬送 

町のますますの発展を願って 

町内２か所が快適な環境スポットに 

▲三里松原海岸

▲よいしょ！

▲昼食の風景。話も盛り上がります

▲持ち帰り用に皮をはがします

▲金比羅山（周辺を含む）
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この日、古賀綾子さん
(恵の家)が満100歳の誕生
日を迎えられ、樋 町長か
ら特別敬老祝金と御祝状、
岡垣町社会福祉協議会渡辺
会長から花束が贈られまし
た。これからもますますお
元気でお過ごしください。

才田由理さん(手野
区)が、３月から２年
間、理学療法士として
マレーシアに派遣され
ます。｢経験を生かし、
小児のリハビリの技術
をマレーシアに根付か
せたい｣と抱負を語り
ました。

3/23 青年海外協力隊員が表敬訪問

遠賀・中間リレーセンター
が糠塚区に設置されました。
これは、遠賀郡内と中間市か
ら収集したごみを集め、処理
施設に運ぶ中間処理施設です。収集されたごみから、
資源ごみを選別して減量化し、可燃ごみは北九州市の
清掃工場に運ばれます。

今後の活躍に期待

去年から実施してい
るこのキャンペーンは、
この１年間で1200件以
上の新規加入を達成し
ています。キャンペー
ン期間中、新規加入者
全員にいこいの里の入
浴券をプレゼントして
います。

４/３ 街頭でチラシ配布を実施

3/8 特別敬老祝金・御祝状贈呈

町税口座振替加入促進キャンペーン

100歳おめでとうございます

モニター７人が、活動内容と課題を報告書にまとめ、
樋高町長に提出しました。樋高町長は、｢この報告書を
十分に検証し、自然豊かな岡垣町の環境保全のために
活用します｣と話しました。

国道３号線岡垣バイパスと県道岡垣宗像線を結ぶ海
老津源十郎線は、町がより利用しやすい道路網整備の
一環として建設を進めてきたもので、平成14年から５
年の歳月をかけ開通しました。今回供用開始する区間
は延長625メートルです。供用開始前に、樋高町長、
広渡副町長が現地を歩き、安全確認を行いました。

３/31 遠賀・中間リレーセンター落成式

４/２ 海老津源十郎線供用開始

春を満喫！ 

町内２か所が快適な環境スポットに 

豊かな環境を引き継いでいくために豊かな環境を引き継いでいくために 

一か所に集めて、効率よく搬送 

町のますますの発展を願って 

豊かな環境を引き継いでいくために 春を満喫！ 

町内２か所が快適な環境スポットに 

豊かな環境を引き継いでいくために 

一か所に集めて、効率効率よく搬送搬送 

町のますますの発展を願って 

一か所に集めて、効率よく搬送 

春を満喫！ 

町内２か所が快適な環境スポットに 

豊かな環境を引き継いでいくために 

一か所に集めて、効率よく搬送 

町のますますの発展を願って町のますますの発展を願って 町のますますの発展を願って 

▲写真は、左から樋 町長、国
本さん(娘)、古賀さん、村田
さん(娘)、社会福祉協議会渡辺
会長

▲樋高町長(写真左)と才田さん(写
真右)

▲山根さん ▲小田さん

▲JR海老津駅前で町内金融機関の
みなさんと行いました

「みなさんに読んでもらい、環境に対
する意識を持ってもらいたい」と樋高
町長(写真左)に報告書を手渡すモニ
ター代表の池部さん(写真右)

3/22 平成18年度環境モニター
活動報告書提出

▲

民生委員・児童委員の故大野繁さん(戸切百合野区)
に代わり小田明廣さん(戸切百合野区)、主任児童委員
の花田悦子さん(海老津区)に代わり山根百々子さん
(東高陽区)が、国から委嘱を受け、４月から活動され
ています。

民生委員・児童委員、主任児童委員が交代しました 至波津 

至北九州 

至北九州 

県
道
原
海
老
津
線 

海
老
津
源
十
郎
線 

至福岡 

至福岡 

JR鹿児島本線 JR海老津駅 

母の家 

岡垣 
サンリーアイ 

国道3号線岡垣バイパス 

県道岡垣宗像線 
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青
葉
短
歌
会

今
朝
の
霧
ふ
か
き
と
夫
に
告
げ
な
が
ら

大
菩
薩
峠
の
霧
な
つ
か
し
む

岩
崎
　
京
子

娘
よ
り
声
を
か
け
ら
れ
初
め
て
の

美
術
館
行
き
実
現
し
た
り

阿
部
マ
サ
子

喜
寿
の
祝
間
に
合
わ
ず
と
て
目
録
を

く
れ
し
吾
が
子
に
涙
出
て
く
る

石
松
　
文
子

赤
大
蛇
紅
蓮
の
炎
燃
え
猛
る

枯
草
の
海
平
尾
台
地
に

南
里
　
和
昭

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼
の
部)

料
峭
や
さ
ざ
波
走
る
山
の
湖

矢
野
　
　
博

代
々

よ

よ

を
経
し
眼
洗
ひ
井
戸
の
藪
椿石

田
　
　
耕

芽
吹
く
木
に
真
珠
の
ご
と
き
雨
し
づ
く

川
原
　
睦
子

春
疾
風

は
や
て

波
笑
ふ
ご
と
吠
ゆ
る
ご
と俵

口
　
益
栄

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

夜
の
部)

は
く
れ
ん
や
真
青
の
空
に
泛う

か

び
た
り

木
村
　
　
守

節
分
の
峰
々
に
打
ち
出
す
太
鼓
か
な

川
原
　
和
子

啓
蟄
や
父
子
庭
師
の
そ
ろ
ひ
足
袋重

岡
と
み
子

歴
史
閉
づ
餘
部

あ
ま
る
べ

鉄
橋
つ
く
づ
く
し深

田
　
英
子

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

隠
沼
の
波
き
ら
き
ら
と
猟
名
残

大
村
　
照
子

シ
ャ
ボ
ン
玉
一
つ
は
太
く
は
ぢ
け
け
り

岩
崎
　
要
子

爺
の
船
時
々
漕
い
で
若
布
刈
る

近
藤
　
笑
香

初
蝶
の
ひ
か
り
よ
ぎ
り
し
古
墳
穴岸

原
　
邦
代

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

玻
璃
戸
拭
く
若
葉
の
光
り
引
き
寄
せ
て

長
畑
田
鶴
子

一
反
の
広
さ
に
余
る
紫
雲
英
か
な児

島
　
清
子

舞
い
上
る
上
棟
の
餅
新
樹
光

外
村
　
次
子

天
平
の
風
鐸
揺
る
る
樟
若
葉

山
中
き
よ
み

木
綿
間
俳
句
会

急
流
を
ま
ぶ
し
く
流
れ
花
筏
い
か
だ

杉
山
久
美
子

立
漕
ぎ
の
ふ
ら
こ
こ
天
に
軋き

し

み
け
り

神
谷
　
香
代

朧
夜

お
ぼ
ろ
よ

に
見
知
ら
ぬ
人
と
す
れ
ち
が
う

中
村
　
鶴
子

啓
蟄
や
古
民
家
風
の
レ
ス
ト
ラ
ン久

留
美
智
子

岡
垣
川
柳
会

晴
耕
雨
読
初
心
に
遠
い
先
細
り

宇
都
宮
福
夫

可
も
不
可
も
な
い
一
日
の
泡
の
風
呂

山
本
　
雪
外

先
陣
を
争
い
並
ぶ
福
袋

野
中
よ
う
子

賞
罰
の
無
い
人
生
の
旅
謳
歌

小
田
　
和
彦

みんなの投稿まってます
読者へのお知らせ、サークルなど

の紹介、イラスト・写真、俳句・短
歌・川柳などを募集します。締切日
は毎月１日です。
※営利・政治・宗教に関するものな
ど、掲載できないものもあります

投稿先・問い合わせ
〒811－4233
岡垣町野間１丁目１番１号
岡垣町役場地域づくり課
1282－1211

chiiki@town.okagaki.fukuoka.jp

由美子リフレッシュクラブ
会員募集

ボール体操やストレッチで楽しみながら健康維持をしませんか。

と　　き 毎週水曜日午前10時～11時30分

と こ ろ 町民武道館

会　　費 六千円(６か月)

募集人数 20人※先着順

申し込み・問い合わせ 中村1283‐4009へ

区内を明るく、安全に

宝くじの普及とＰＲを目的に、自治

総合センターが行っているコミュニテ

ィ助成事業の支援を受け、吉木区内の

町道吉木海老津線に防犯灯を13灯設置

しました。区内は、その昔岡城と呼ば

れる城の城下町でした。この防犯灯の

デザインには、城下町の雰囲気を感じ

ることができるようにと、たいまつを

イメージしたものを選びました。
【文章と写真は吉木区長の提供】

夜
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
明
か
り
が
周
囲
を

包
み
ま
す

▲
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広報おかがきに関係する次の問題に答え
てください。正解者の中から抽選で最大５
人に、「びわの葉湯」をプレゼントします。
問題１
３月31日に成田山不動寺境内で行われた
まつりの名前は？

（ヒント：裏表紙）
A まつり岡垣　B 春まつり
C 岡垣美男美女コンテスト2007

問題２
４月１日から市町村の助役に代わって設
置されたのは？

（ヒント：10ページ）
A 副町長　B 町長補佐　C 大老

問題３
岡垣町の芋と水を使った芋焼酎の名前
は？ （ヒント：16ページ）
A 三里松原　B 岡垣　C 岡伊蔵

応募方法
はがきに、答え(例：１－A)・住所・氏
名(誌上匿名可)・電話番号・広報おかが
きへの意見を記入し、５月２日(水)まで
に岡垣町役場広報担当へ

前回の当選者(順不同)
山田光子さん(旭東区)、力丸ツヤ子さん
(緑ヶ丘区)、匿名希望さん

赤
塚
　
耀

ひ
か
る

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
４
月
24
日
生
ま
れ(

海
老
津
区)

イ
タ
ズ
ラ
は
ひ
か
え
め
に
お

ね
が
い
し
ま
す
…

奥
　
恒
星

こ
う
せ
い

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
４
月
24
日
生
ま
れ(
野
間
二
区)

誕
生
日
お
め
で
と
う
。
あ
ん

よ
が
ん
ば
ろ
う
ね

永
島
舞
乙

ま

お

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
４
月
７
日
生
ま
れ(

東
山
田
区)

元
気
い
っ
ぱ
い
な
舞
乙
。
幸
せ

を
あ
り
が
と
う

梅
野
夢い

彩ぶ
き

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
16
年
４
月
28
日
生
ま
れ(

旭
南
区)

い
つ
も
元
気
な
イ
ブ
ち
ゃ
ん
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね

市
丸
雄
大

ゆ
う
だ
い

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
16
年
４
月
30
日
生
ま
れ(

野
間
四
区)

心
優
し
い
雄
大
く
ん
。
パ
パ
と

マ
マ
の
宝
物
だ
よ

大
久
保
美み

遥は
る

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
４
月
18
日
生
ま
れ(

百
合
ヶ
丘
区)

女
の
子
ら
し
く
な
っ
た
ね
。

パ
パ
に
も
優
し
く
ね
！

新
開
な
な
み
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
４
月
20
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
明

る
く
元
気
に
育
っ
て
ね

佐
伯
　
翼

つ
ば
さ

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
16
年
４
月
30
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

パ
パ
と
マ
マ
の
と
こ
ろ
に
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う

長
尾
瑠
通

り
く
と

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
４
月
16
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

２
歳
お
め
で
と
う
。
元
気
い
っ

ぱ
い
大
き
く
な
ー
れ
!!

森
園
日
向

ひ
な
た

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
４
月
４
日
生
ま
れ(

高
尾
区)

歌
が
大
好
き
。
み
ん
な
に
愛
さ

れ
て
元
気
い
っ
ぱ
い

村
上
玲
奈

れ

な

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

愛
き
ょ
う
が
あ
っ
て
明
る
い
元

気
な
子
に
育
っ
て
ね

びわの葉湯
岡垣町の特産品

「ビワ」のイメージ商品

いらなくなった学生服、
ゆずってください！

4月生まれ

●募集対象 町内在住で、掲載月が誕生月の１～３歳の子ども●応募方法 投稿する写真・住所・親
子の氏名(ふりがな)・子の生年月日・電話番号・子どもへのコメント(24文字以内)・広報おかがきへ
の意見を、地域づくり課(窓口・郵送・Eメール)へ●締切日 掲載月の１日※応募者多数の場合は抽選

岡垣中学校では、体育会の応

援合戦で学生服(詰め襟の男子学

生服)を使用していますが、学校

にある学生服は、ずいぶん傷ん

でいます。いらなくなった中学

校や高校の学生服がありました

ら、連絡してください。

問い合わせ 岡垣中学校1282－

1333へ



役場・教育委員会
1282―1211

情報プラザ人の駅
1281―2005

こども未来館
1281―5501

東部公民館
1282―0035

中央公民館
1282―0162

西部公民館
1281―5006

町民武道館
1282―6111

岡垣サンリーアイ
1282―1515

社会福祉協議会
1283―2940

シルバー人材センター
1282―4688

いこいの里高齢者等
相談センター
1283―0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp/plaza/
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締
め
切
り

９
月
28
日
(金)

※
通
信
欄
に「
平
成
19
年
度
能
登
半
島

地
震
義
援
金
」と
記
入
。
受
領
証
を

希
望
す
る
人
は
、
通
信
欄
に
記
入

問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県

支
部
1
０
９
２
‐
５
２
３
‐
１
１
７
１
へ

次
の
こ
と
を
実
施
す
る
事
業
主
に
、

助
成
金
な
ど
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

○
創
業
や
、
違
う
業
種
に
進
出
す
る
と

き
な
ど
、
労
働
者
を
雇
用
す
る

○
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
の
た

３
月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
、
多
く
の
人
が
被
災
し
ま
し
た
。

こ
の
支
援
の
た
め
、
義
援
金
を
募
っ
て

い
ま
す
。

募
金
方
法

口
座
振
込

振
込
口
座

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
０

０
７
８
０
‐
１
‐
３
、
名
義
　
日
本
赤

十
字
社
石
川
県
支
部

め
に
職
業
訓
練
な
ど
を
行
う

【
説
明
会
】

と
　
き

５
月
17
日
(木)
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ

ウ
ェ
ル
と
ば
た(

戸
畑
区)

問
い
合
わ
せ

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

福
岡
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
２
６
２
‐

２
１
１
３
へ

と
き
･
と
こ
ろ

６
月
５
日
(火)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
、
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所(

水
巻

町)６
月
８
・
15
・
22
日(

と
も
に
金)

午
前

９
時
〜
11
時
、
ふ
れ
あ
い
の
里(

遠
賀

町)対
　
象

畜
犬
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
み
で
健
康
な
犬

定
　
員

30
人
※
予
約
制
、
未
受
講
者

優
先
、
先
着
順

受
講
料

五
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
14
日

お
知
ら
せ

犬
の
し
つ
け
方
教
室

雇
用
・
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
制
度
説
明
会

能
登
半
島
地
震
災
害
救
援
に

ご
協
力
を

昨年12月に募集した、岡垣町
の芋と地下水を使用した｢芋焼
酎｣の名称に183点の応募があり
ました。
応募作品の中から審査し、亀

石佳奈さん(旭中区)の｢岡垣｣に決
定しました。この｢岡垣｣という
名称には多数の応募がありまし
たが、厳正なる抽選の結果、採
用者を決定しました。
なお、この芋焼酎は、８月上

旬に販売を開始する予定です。
また、この芋焼酎の取り組みに
ついては、７月25日号の広報お
かがきで詳しくお知らせする予
定です。
問い合わせ 地域づくり課へ

５
月
10
日
号
か
ら

こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
有
料

広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
町
が
発
行
す

る「
広
報
お
か
が
き
」な
ど
を
活
用
し

て
広
告
収
入
を
得
る
こ
と
で
、
新
た

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
岡
垣
町
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で

す
。
広
報
お
か
が
き
で
は
、「
お
知

ら
せ
」の
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
を
最
大

４
ペ
ー
ジ
利
用
し
、
広
告
を
掲
載
し

ま
す
。

サ
ン
プ
ル

そうだ、コミバスに乗ろう。

一一一一律律律律1111乗乗乗乗車車車車111100000000円円円円！！！！
通通通通勤勤勤勤、、、、通通通通学学学学ななななどどどどににににああああななななたたたたもももも利利利利用用用用ししししててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか

岡垣町役場地域づくり課 TEL282－1211

芋焼酎の名称

に決定!
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(月)
か
ら
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
1

２
０
１
‐
４
１
８
１
へ

卒
業
証
明
書
や
成
績
証
明
書
な
ど
を

取
得
す
る
場
合
、
次
の
表(

上
側)

に
あ

る
学
校
は
閉
校
し
た
た
め
、
今
後
は
表

(

下
側)

の
学
校
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
高
等
教
育
課

1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
９
０
４
ま
た

は
各
受
付
校
へ

次
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
人

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
草
丈
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る

○
全
体
が
白
緑
色
で
、
毛
が
な
い

○
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る

○
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、
ま
わ
り

の
切
れ
込
み
が
浅
い
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
1
２
０
１
‐
４
１
６
１
ま
た
は
折

尾
警
察
署
1
６
９
１
‐
０
１
１
０
へ

看
護
の
心
、
ケ
ア
の
心
を
み
ん
な
で

分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

５
月
12
日
(土)
正
午
〜
午
後
４

時と
こ
ろ

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡(

福
岡
市

東
区)

内
　
容

看
護
職
員
知
事
表
彰
、
看
護

体
験
発
表
、
講
演
、
健
康
相
談
　
な
ど

定
　
員

約
５
０
０
人

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

県
医
療
指
導
課
1
０
９

２
‐
６
４
３
‐
３
２
７
６
へ

訪
問
看
護
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を

学
び
ま
す
。

と
　
き

６
月
５
日
(火)
〜
８
月
７
日
(火)

の
期
間
中
28
日
間

と
こ
ろ

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡(

福
岡
市

東
区)

対
　
象

訪
問
看
護
を
始
め
よ
う
と
す

る
人
、
ま
た
は
従
事
し
て
い
る
人
で
実

務
経
験
が
３
年
以
上
の
人

募
集
人
数

50
人

受
講
料

三
万
六
千
七
百
五
十
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
15
日

(火)
ま
で
に
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
1
０
９

２
‐
７
１
４
‐
５
２
０
３
へ

と
　
き

５
月
19
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
は
５
月
23
日
(水)

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料

三
百
円

持
参
品

用
具
・
筆
記
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
５
日

(土)
ま
で
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟(

行

山)

1
２
８
２
‐
０
９
１
３
、(

小
林)

1

２
８
２
‐
５
７
９
８
へ

と
　
き

５
月
19
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
中
止

集
合
場
所

海
老
津
駅
前

持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
・
水
筒
・
手
袋

問
合
わ
せ

岡
垣
登
山
連
盟(

向
井)

1

２
８
２
‐
５
１
６
３
へ

催
　
　
し

き
れ
い
な
け
し
の
花
に
ご
用
心

閉
校
す
る
高
校
の
諸
証
明
の
発
行

看
護
の
日
の
つ
ど
い

おかがきファンクラブ
ただいま会員募集中！

入会のご案内

おかがき町を応援してくれる人。
おかがき町を愛してくれる人。
おかがき町は、あなたを待っています。

◆　会員になるには？
町外在住の方ならどなたでも会員になれます。

◆　特典もいっぱい
会員にはカード会員証、記念品、オリジナル名刺を進呈。また、会員の交
流会も開催します。

◆　会費は無料！
岡垣町の情報紙などを定期的に送付します。

◆　入会はいつでもOK
郵送、ＦＡＸ，e-mailで受け付けます。お気軽にお問い合わせください。

【ファンクラブ事務局】 岡垣町役場地域づくり課　TEL282－1211へ

サンプル

宣
伝
効
果
抜
群
！
あ
な
た
の
会

社
も
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
告
は
こ
ん
な
も
の
に
掲
載
で
き

ま
す
。
※(

)

内
は
問
い
合
わ
せ
先

●
広
報
お
か
が
き(

地
域
づ
く
り
課)

●
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅)

●
封
筒(

管
財
課)

●
ご
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ

(

上
下
水
道
課)

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ふ
れ
あ
い

(

地
域
づ
く
り
課)

広
告
掲
載
の
問
い
合
わ
せ

各
担
当
へ

記
事
の
問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
へ

講
　
　
座

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

閉
校
し
た
高
校
 

今
後
の
受
付
高
校

門
司
商
業
、大
里
 

門
司
大
翔
館
 

浮
羽
究
真
館
 

田
川
科
学
技
術
 

嘉
穂
総
合
 

浮
羽
、浮
羽
東
 

山
田
、嘉
穂
工
業
、 

嘉
穂
中
央
 

田
川
農
林
、田
川
工
業
、 

田
川
商
業
 

ス
ポ
ー
ツ

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

馬
頭
岳
ふ
れ
あ
い
登
山
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国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

を
行
い
ま
す
。

対
　
象

昭
和
42
年
４
月
２
日
〜
53
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

６
月
26
日
(火)
〜
７
月
３
日

(火)申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九

州
事
務
局
第
二
課
1
０
９
２
‐
４
３

１
‐
７
７
３
３
へ

暴
力
団
な
ど
か
ら
被
害
者
の
早
期
救

済
を
目
的
に
、
面
接
相
談
・
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。

と
　
き

５
月
12
日
(土)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

北
九
州
市
民
事
暴
力
相
談
セ

ン
タ
ー(

北
九
州
市
役
所)

電
話
相
談
番
号

５
８
２
‐
２
１
４
０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
暴
力
追

放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
６

５
１
‐
８
９
３
８
へ

と
　
き

８
月
８
日
(水)
〜
12
日
(日)
４
泊

５
日

と
こ
ろ

長
崎
県
諫
早
市

対
象
・
定
員

小
学
５
年
生
〜
中
学
３

年
生
　
64
人

参
加
費

一
万
九
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
１
日

(火)
〜
31
日
(木)
に
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
1
０
９
２
‐
４
３
２
‐
７
１
１
０
へ

内
　
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体

験
・
文
化
交
流
　
な
ど

派
遣
先

米
国
・
英
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
カ
ナ
ダ
　
な
ど

対
　
象

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

参
加
費

十
六
万
五
千
円
〜
四
十
九
万

八
千
円
※
共
通
経
費
は
別
途

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
際
青
少

年
研
修
協
会
1
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８

４
２
１
へ

募
集
人
数

１
人

業
務
内
容

給
食
調
理
に
関
す
る
業
務

勤
務
地

内
浦
・
吉
木
・
戸
切
小
学
校

勤
務
形
態

パ
ー
ト

対
　
象

町
内
在
住
の
45
歳
ま
で
の
人

※
調
理
師
免
許
不
要

雇
用
期
間

６
月
１
日
(金)
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
(月)
※
更
新
可

試
　
験

面
接
な
ど

※
募
集
案
内
は
役
場
１
階
総
合
案
内
・

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
に
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
15
日

(火)
ま
で
に
履
歴
書
を
教
育
総
務
課
へ

と
　
き

７
月
27
日
(金)
〜
８
月
９
日
(木)

13
泊
14
日

と
こ
ろ

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ(

宗
像

市)定
　
員

20
人

対
　
象

○
県
内
の
高
等
学
校(

準
ず
る
学
校
含

む)

に
在
学
し
て
い
る
平
成
元
年
４
月

２
日
〜
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
こ
れ
ま
で
の
養
成
塾
に
参
加
し
て
い

な
い
人

○
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
10
日

(木)
ま
で
に
県
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運

動
推
進
室
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
６

１
５
へ

試
　
　
験

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

よろしくお願いします！ 役場の新規採用職員を紹介します
岡垣町のまちづく

りに携われることを、
大変幸せに感じてい
ます。みなさんがよ
り快適な生活を送る
ことができるように、
日々努力していきた
いと思います。

20年近く過ごして
きた町の役場で働く
ことができることを
光栄に思っています。
これからも町民であ
るという誇りを持ち
ながら、全力でがん
ばっていきたいと思
います。

私は岡垣町の豊か
な自然の中で育ちま
した。この町のすば
らしさを生かし、「自
立したまち｣を実現で
きるよう、全力を注
ぎたいと思います。

崎　藍
(こども未来課）

篠　　要
(税務課)

垣田有理子
(税務課)

募
　
　
集

相
　
　
談

暴
力
被
害
で
お
悩
み
の
人
へ

夏
の
思
い
出
、
つ
く
り
ま
せ
ん
か

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
７
in
諫
早

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

学
校
臨
時
給
食
調
理
員

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

５
月
11
日
(金)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

森
ん
子
の
会(

大
正
琴
・
文

化
箏)

曲
　
目

二
人
で
お
酒
を
　
ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
受
講
生
募
集

※
新
規
入
会
者
は
入
会
金
が
必
要

【
は
じ
め
て
の
男
の
料
理
】

と
　
き

第
４
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

受
講
料
・
維
持
費

四
千
八
百
円(

３

か
月
分)

保
存
期
間
満
了
の
新
聞
を
さ
し
あ
げ
ま

す

(

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成
18
年
３

月
31
日
分)

受
付
期
間

５
月
３
日
(木)
午
前
10
時

か
ら
５
月
27
日
(日)
午
後
６
時
ま
で
※

先
着
順

申
し
込
み

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
へ

ヘルシークッキング　～栗の白玉包み～
材料（４人分）
○栗の甘露煮12～16個○白玉粉100ｇ
○水120～150cc○白ゴマ大さじ３～
４
作り方
①ボールに白玉粉を入れ、水を少しず
つ加えながら耳たぶくらいのやわら
かさに練る
②白玉を１人あたり３～４個に分けて
薄くのばし、栗の甘露煮を包む
③たっぷりの熱湯に入れ、半透明にな
ったら氷水に取り、冷たくなったら

ザルにあげる。白ゴマをまぶして器
に盛る

一人分の栄養価
エネルギー542kcal、たんぱく質24.4
ｇ、脂質13.3ｇ、炭水化物82.1g、カ
ルシウム161mg、鉄2.4mg、レチノ－
ル当量132μg、ビタミンＢ10.30mg、
ビタミンＢ20 .41mg、ビタミンＣ
43mg、食塩相当量3.4g、食物繊維
6.4g

第178回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

現
地
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
自
然

観
察
を
し
な
が
ら
、
団
体
生
活
の
楽
し

さ
と
社
会
参
加
の
意
義
を
学
び
ま
す
。

と
　
き

８
月
８
日
(水)
〜
12
日
(日)
４
泊

５
日

と
こ
ろ

知
覧
町
・
屋
久
島
・
種
子
島

(

鹿
児
島
県)

募
集
内
容

【
団
員
】

対
　
象

遠
賀
郡
・
中
間
市
在
住
の
小

学
４
年
生
〜
中
学
２
年
生
40
人

費
　
用

○
小
学
生
＝
七
万
円
○
中
学

生
＝
七
万
二
千
円

【
ス
タ
ッ
フ
】

内
　
容

団
員
の
世
話

対
　
象

18
才
以
上
の
男
女

参
加
費

実
費

【
看
護
師
】

対
　
象

看
護
師
資
格
を
持
つ
人
１
人

参
加
費

無
料

申
し
込
み

教
育
委
員
会
に
あ
る
申
込

書
を
５
月
１
日
(月)
〜
18
日
(金)
に
提
出

※
先
着
順

問
い
合
わ
せ

中
間
・
遠
賀
地
区「
少

年
の
船
」実
行
委
員
会(

武
谷)

1
２
８

２
‐
６
２
６
７
へ

中
間
・
遠
賀
地
区「
少
年
の
船
」団
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄付

がありました。厚くお礼を申し上げる
とともに、故人のご冥福を心からお祈
り申し上げます。(3月受付分まで）

社会福祉協議会へ
○　神谷　富夫　様　(上高倉)
故　神谷　正治　様　85歳
○　三隈登志子　様　(野間四)
故　三隈　哲治　様　82歳
○　横山　一生　様　(原)
故　横山二三夜　様　82歳
○　米　ハツ子　様　(旭東)
故　米　　利榮　様　90歳
○　辰己　政男　様　(野間二)
故　辰己勘一良　様　91歳
○　松田　研一　様　(東山田)
故　松田　順子　様　58歳
○　平川　良和　様　(元松原)
故　平川　正明　様　87歳
○　神谷　利彦　様　(東高陽)
故　神谷ミサヲ　様　85歳
○　中西　健五　様　(旭東)
故　中西ハヤコ　様　93歳
○　角田　光世　様　(新海老津)
故　長瀬　滿江　様　84歳
○　松尾　ミル　様　(高尾)
故　松尾　初内　様　83歳
○　長谷川登喜子様　(東山田)
故　長谷川彌太郎様　89歳

○　平山　政年　様　(海老津)
故　平山ヨシ子　様　77歳
○　藤岡　数敏　様　(新海老津)
故　藤岡　数雄　様　92歳
○　安 實　様　(戸切)
故　安 政次　様　91歳
○　中村　鶴子　様　(東高陽)
故　中村　胤生　様　82歳
○　山口　耕作　様　(高陽)
故　山口シヅ子　様　71歳
○　松本　輝雄　様　(旭中)
故　松本　菊枝　様　89歳
○　中里　　隆　様　(野間三)
故　中里ミユキ　様　76歳
○　國武　勝美　様　(野間一)
故　國武ミツコ　様　82歳
○　坂本　寛行　様　(太宰府市)
故　坂本　猪六　様　90歳
○　酒井　保子　様　(東松原)
故　酒井　 次　様　88歳
老人クラブへ
○　神谷　富夫　様
○　三隈登志子　様
○　米　ハツ子　様
○　辰己　政男　様
○　平川　良和　様
○　神谷　利彦　様
○　中西　健五　様
○　藤岡　數敏　様
○　安 實　様
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高
血
圧
・
心
臓
病
・
が
ん
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会
が

な
い
人
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
な

い
人
な
ど
は
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

申
込
方
法

５
月
８
日
(火)
〜
16
日
(水)
に

電
話
で
申
し
込
み
　

※
健
診
専
用
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は

４
月
25
日(

必
着)

で
終
了
し
ま
す

●
基
本
健
康
診
査

(

血
液
検
査
、
心
電
図
、
身
長
、
体
重
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
問
診
、
診
察)

基
本
健
診
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム(

内
臓
脂
肪
症
候
群)

を
早

期
発
見
で
き
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、
お
な
か
周
り
に
脂

肪
が
付
く
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、

高
血
圧
、
高
血
糖
、
血
中
脂
質
異
常
を

併
せ
持
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
放
っ
て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
動

脈
硬
化
が
進
み
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の

危
険
性
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
心
身
の

機
能
が
低
下
し
介
護
が
必
要
な
状
態
に

近
づ
い
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
た
め
の

生
活
機
能
評
価
を
行
い
ま
す
。
問
診
や

血
液
検
査
に
項
目
を
追
加
し
て
実
施
し

ま
す
。

対
　
象

18
歳
以
上
の
人

費
　
用

五
百
円

●
乳
が
ん
検
診

(

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
視
触
診)

①
30
歳
以
上
39
歳
以
下
の
女
性
は
１

年
に
１
回
視
触
診
、
②
40
歳
以
上
の
女

性
は
２
年
に
１
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

と
視
触
診
を
受
診
で
き
ま
す
。
※
19
年

度
は
偶
数
年
生
ま
れ
が
対
象
で
す

費
　
用

①
五
百
円
②
二
千
円
※
50
歳

以
上
は
千
五
百
円

●
子
宮
が
ん
検
診(

細
胞
診)

子
宮
が
ん
は
性
活
動
が
活
発
な
若
い

世
代
に
増
え
て
い
ま
す
。
若
い
う
ち
か

ら
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
20
歳
以

上
の
女
性
が
対
象
で
、
２
年
に
１
回
受

診
で
き
ま
す
。

費
　
用

五
百
円

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診(

血
液
検
査)

肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
な
る
危
険
性

の
あ
る
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス

が
、
身
体
に
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま

す
。
基
本
健
診
当
日
に
受
付
で
「
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
希
望
」と
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
40
歳
以
上
で
過
去
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

が
対
象
で
す
。

費
　
用

五
百
円

そ
の
他
の
健
診

●
結
核
検
診(

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影)

対
　
象

40
歳
以
上
で
基
本
健
康
診
査

受
診
※
64
歳
以
下
は
希
望
者
の
み

費
　
用

無
料

●
胃
が
ん
検
診

(

バ
リ
ウ
ム
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影)

対
　
象

40
歳
以
上
の
男
女

費
　
用

五
百
円

●
大
腸
が
ん
検
診(

便
潜
血)

対
　
象

40
歳
以
上
の
男
女

費
　
用

五
百
円

●
前
立
腺
が
ん
検
診

(

血
液
検
査)

対
　
象

50
歳
以
上

の
男
性

費
　
用

千
円

●
骨
粗
し
ょ
う
症
健

診

(

前
腕
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影)

対
　
象

18
〜
39
歳

ま
で
の
女
性
で
基
本

健
康
診
査
受
診
者

費
　
用

五
百
円

○
70
歳
以
上
は
す
べ

て
無
料
で
す
。

○
生
活
保
護
・
住
民

税
非
課
税
世
帯
の

人
は
、
事
前
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
確
認
後
無
料
と

な
り
ま
す
。
※
健
診
当
日
の
申
し
出

は
受
け
付
け
ま
せ
ん

○
年
齢
は
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
の

も
の
で
す

○
40
歳
以
上
で
あ
れ
ば
基
本
健
診(

結
核

検
診
を
除
く)

、
乳
が
ん
検
診(

偶
数

年
生
ま
れ
の
人)

は
指
定
の
開
業
医
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
実
施
時
期
な
ど

は
、
広
報
お
か
が
き
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
　
由
香

【健診の日程】  ▲の日：託児あり 

日　程 場　所 
健（検）診項目および受付時間 

9:00～12:00 8:30～11:00 9:00～11:00

5月22日（火） 

5月30日（水） 

6月  6日（水） 

▲6月12日（火） 

6月21日（木） 

6月22日（金） 

6月24日（日） 

6月28日（木） 

7月  9日（月） 

7月10日（火） 

7月11日（水） 

7月12日（木） 

7月19日（木） 

▲7月20日（金） 

7月27日（金） 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

中央公民館 

西部公民館 

いこいの里 

いこいの里 

東部公民館 

東部公民館 

東部公民館 

東部公民館 

いこいの里 

いこいの里 

いこいの里 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

胃がん 

 

 

乳がん 子宮がん 

乳がん 子宮がん 骨粗しょう症 

乳がん 子宮がん 

 

 

乳がん 子宮がん 

 

乳がん 子宮がん 

乳がん 子宮がん 

乳がん 子宮がん 

 

乳がん 子宮がん 骨粗しょう症 

乳がん 子宮がん 



21

第261回 

１
９
４
７(
昭
和
22)

年
４
月
１
日
、
新

制
岡
垣
中
学
校
が
誕
生
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
前
号
で
述
べ
た
。

初
代
の
刀
根
校
長
は
、
大
き
く
は
二

つ
の
課
題
を
か
か
え
て
、
学
校
経
営
に

当
た
っ
た
。

一
つ
は
、
校
地
の
決
定
と
校
舎
の
建

築
で
あ
る
。
当
面
、
吉
木
小
に
本
校
を

置
き
、
山
田
小
に
分
校
を
置
く
こ
と
と

な
っ
た
。

二
つ
は
、
学
校
運
営
予
算
の
編
成
、

教
具
や
教
材
の
収
集
と
購
入
、
学
校
経

営
方
針
の
策
定
で
あ
る
。

学
校
経
営
方
針
の
策
定
は
、
教
職
員

の
人
材
確
保
、
教
科
お
よ
び
学
級
担
任

や
分
校
主
任
の
決
定
、
学
級
編
成
な
ど

で
あ
る
。

教
諭(

教
員)

は
、
元
青
年
学
校
教
諭
、

元
国
民
学
校
教
諭
、
新
し
い
教
諭
の
採

用
な
ど
、
人
材
の
確
保
に
追
わ
れ
た
。

教
育
目
標
は
、
平
和
と
自
由
を
尊
び
、

自
主
独
立
の
精
神
を
堅
持
し
、
郷
土
の

和
と
繁
栄
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

創
造
性
豊
か
な
溌
剌

は
つ
ら
つ

た
る
少
年
の
育
成

と
し
た
。

校
地
に
つ
い
て
は
、
村
長
や
助
役
ら

に
建
築
委
員
、
村
議
、
十
八
区
各
部
落

長
ら
の
尽
力

じ
ん
り
ょ
く
で
各
種
の
会
合
が
重
ね
ら

れ
、
野
間
部
落(

区)

の
好
意
で
、
現
在
地

に
新
校
地
を
決
定
し
た
。

１
９
４
７
年
11
月
、
岡
垣
中
学
校
の

教
員
と
な
っ
た
Ａ
子
さ
ん
は
、
終
戦
前

後
の
思
い
出
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

１
９
４
２
年(

昭
和
17)

年
、
吉
木
国
民

学
校
高
等
科
の
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
。

２
年
間
勤
務
し
た
後
、
吉
木
国
民
学
校

１
年
生
の
担
任
と
な
っ
た
。

だ
が
12
月
、
結
婚
の
た
め
、
退
職
し

た
。
朝
鮮
の
平
壌

へ
い
じ
ょ
う
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。
夫
の
勤
務
先
が
平
壌
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

夫
は
召
集
さ
れ
、
終
戦
後
は
、
日
本

軍
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
ま
ま
、
音
信
が

途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

１
９
４
６
年
９
月
、
や
っ
と
の
思
い

で
、
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
夫

が
い
な
い
の
で
、
実
家
に
戻
り
、
農
家

の
手
伝
い
を
し
た
。

翌
年
の
６
月
、
刀
根
校
長
か
ら
岡
垣

中
学
校
に
勤
務
し
な
い
か
と
、
勧
誘
さ

れ
た
。
何
度
か
お
断
り
し
た
が
、
熱
心

に
勧
誘
さ
れ
る
し
、
自
分
の
自
立
の
た

め
に
も
承
諾
し
た
。

11
月
に
赴
任
し
た
。
そ
の
１
週
間
後
、

音
信
不
通
と
な
っ
て
い
た
夫
が
、
舞
鶴

(

京
都)

に
引
き
揚
げ
て
き
た
。
ソ

連
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

初
め
て
わ
か
っ
た
。

や
っ
と
、
落
ち
着
い
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

授
業
で
は
国
語
や
社
会
、
数

学
の
３
教
科
も
担
当
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

教
室
が
足
り
な
い
の
で
講
堂

を
仕
切
っ
て
、
２
教
室
つ
く
り
、

渡
り
廊
下
も
仕
切
っ
て
、
１
教

室
つ
く
っ
て
い
た
。
職
員
室
は
、

青
年
学
校
の
女
子
部
が
使
用
し

て
い
た
裁
縫
室
だ
っ
た
。

職
員
会
議
で
、
男
女
共
学
の

是
非
が
論
議
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
国
民
学
校

高
等
科
が
男
女
別
学
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
ま
だ
共
学
に
つ
い

て
な
じ
め
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

男
子
の
先
生
は
、
軍
服
と
下

駄
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
き

び
き
び
し
た
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。

女
子
の
入
江
恵
美
子
先
生
は
、
折
尾
高

等
女
学
校
の
１
年
先
輩
だ
っ
た
の
で
、

仲
良
く
し
て
も
ら
っ
た
、
先
生
の
結
婚

式
に
も
、
出
席
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

岡
中
に
は
、
２
度
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
、
合
わ
せ
て
22
年
も
勤
務
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

岡
垣
の
教
育
　
岡
垣
中
学
校
の
誕
生
②

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
入
江
　
東
樹

第1回卒業生　卒業記念写真



戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津 

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、 
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、 
百合ヶ丘、野間、上畑 

第
1

第
4

第
2

第
3水 

木 

水 

木 

水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 

湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○祝日はごみの収集が休みです 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程 

粗大ごみ収集日程 

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

月2回汲取り 

○保育料5月分…………………………5月31日（木） 
　(延長保育料は4月分) 
○町営住宅家賃5月分…………………5月31日（木） 
○固定資産税1期分……………………5月31日（木） 
○国民健康保険税1期分………………5月31日（木） 
○軽自動車税1期分……………………5月１日（火） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに粗大ごみ受付センター1281ー5380へ 
電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四 

湯川、原、波津、内浦 

上畑、上高倉 

新海老津、上海老津、海老津（小局方面） 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

吉木、元松原、東黒山、西黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

戸切、戸切百合野、戸切白谷 

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間 

新海老津、山田、西山田、東山田、 
南山田、茅原、桜台、野間 

○女性のための悩みごと相談 

　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 

　1561－5737《毎週水曜日》 

○教育電話相談(教育委員会内) 

　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

○心配ごと相談　13:30～16:00 

　18日(金)西部公民館、25日(金)東部公民館  

○法律相談　13:30～16:30 

　11(金)いこいの里 

　※要電話予約1283－2940 

○行政相談　13:30～16:00 

　11(金)、25(金)いこいの里 

○交通事故相談　10:00～16:00 

　7日(月)宗像市役所10940－36－5050 

　9日（水）ハピネスなかま1244－1111

5月の納期 

各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 

三吉団地、三吉、元松原、西黒山、 
吉木、高塚 
 

三吉 

三吉 

手野、新松原、内浦、三吉団地、三吉 

波津、原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高塚、吉木（倉丸方面） 

高倉、吉木（倉丸方面） 

吉木 

上畑、海老津、高倉、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

5月 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

31日 

手野、三吉、吉木、新松原、高塚 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野②、海老津 

人　口…32,301人(－36) 

　　　内168人は外国人 

女　性…16,954人(－5) 

男　性…15,347人(－31) 

世帯数…12,165世帯(＋28) 

　　内81世帯は外国人世帯 

　　  ※(　　)は前月との比較 

出　生…19人 

死　亡…43人 

転　入…193人 

転　出…205人 

まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（3月末） 

人身事故件数（2月） 

救急・火災医療（3月） 

救急
 出場件数 101 

 搬送人員 100 

火災
 出火件数 1 

 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

17 

0 

0 

21

（－8） 

（±0） 

（－1） 

（－16） 

（－17） 

（±0） 

（－1） 

（－29） 

23 

0 

0 

27

2月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

吉木、塚原Ｂ 
 

吉木 

22



5月の行事予定 5月の行事予定 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付 
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 
祝・憲法記念日 
ごみの収集は休みです。粗大ごみは10日に収集します。 

祝・みどりの日 

祝・こどもの日 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:00 
自由広場(こども未来館)9:30～11:00 
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

基本健診・大腸がん検診・前立腺がん検診「申込制」 
(いこいの里)9:00～12:00  
胃がん検診「申込制」(いこいの里)8:30～11:00

基本健診・大腸がん検診・前立腺がん検診「申込制」 
(いこいの里)9:00～12:00 
胃がん検診｢申込制｣(いこいの里)8:30～11:00

１歳６か月児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

２歳児相談(いこいの里)初回＝13:10～13:30受付 
２回目以降＝13:00～13:15受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館) 
10:00～12:30

各中学校体育会（町内両中学校） 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
５
月
上
旬『
岡
垣
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
』　
５
月
下
旬『
老
人
ク
ラ
ブ
表
装
同
好
会
作
品
展
』 

6日 
11日 

 
 

12日 
 
 

13日 

18日 
 

20日 
26日 

 
 

27日 

おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート「森ん
子の会(大正琴・文化箏)」
18:30 
おはなし会14:30 
カンタービレサロンコンサ
ートXI19:00 
おはなし会14:30 

いちご畑のコンサート「松本
えり子(ピアノソロ)」18:30 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会「猪瀬直
樹(作家)」18:45 
おはなし会14:30 
あなたとエアロビック13:45

5日 
 

9日 
 

10日 
 

13日 
 
 
 

15日 
 

18日 
 

19日 
 
 
 
 
 

20日 
 

25日 
 

26日 
 
 
 

30日 

イラストクラブ①10:30～
12:00②13:00～14:30 
アトピー・アレルギー児の情
報交換会10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
おもちゃ病院 
　10:00～15:00 
フリークライミング 
　10:00～15:00 
妊婦胎教教室 
　10:00～11:30 
ベビークラブ 
　10:00～11:30 

料理クラブ 
　①10:00～②14:00～ 
アウトドアクラブ 
　13:00～16:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:30 
ママの時間10:00～12:00

6日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8日 
 
 

13日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19日 
 
 
 
 

20日 

軟式野球連盟・春季大会「１
日目」(総合グラウンド)8:00
～17:00 
バレーボール連盟・ジュニア
バレーボール大会「新人戦」(町
民体育館)8:30～19:00 
バレーボール連盟・クラブ対
抗一般女子バレーボール大
会(ウエーブアリーナ)9:00
～20:00 
硬式テニス連盟・遠賀郡ミッ
クス大会(町民テニスコー
ト)8:00～15:00 
少年軟式野球連盟・日刊ス
ポーツ新聞社旗争奪戦大会(松
ヶ台グラウンド)7 :00～
18:00 
ゲートボール連盟・クラブ対
抗大会(総合グラウンド)8:30
～13:30 

軟式野球連盟・春季大会「2
日目」(総合グラウンド)8:00
～17:00 
剣道連盟・剣道教室入室式、
段級別試合(武道館剣道
場)8:00～12:00 
相撲連盟・春季少年相撲大
会 (総合グラウンド相撲
場)10:00～13:00 
ソフトバレーボール連盟・春
季大会「町長杯」(ウエーブア
リーナ)9:00～18:00 
登山連盟・馬頭岳ふれあい
登山(遠賀町)9:00～15:00 
グラウンドゴルフ連盟・春季
交歓大会(総合グラウン
ド)9:00～14:00 
軟式野球連盟・春季大会「３
日目」(総合グラウンド)8:00
～17:00

5日 
12日 
13日 

 

19日 
20日 
26日 
27日 

新舞踊末広会(吹雪 さくら) 
カラオケ(歌謡教室演歌みち) 
健康福祉まつり(11:00～
13:30)  

冨久美新舞踊(冨久美 あや子) 
新舞踊翼流(翼 しげる) 
日本舞踊藤扇流(藤扇 豊丞) 
日本舞踊翠秀流(翠秀 珠玉) 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　12日・26日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 

情報プラザ人の駅 
1日 
 

12日 
 

19日 
 

26日 
 

若葉マーク教室①10:00～
12:00②13:00～15:00 
パソコン相談室 
　13:00～15:00 

創作工房人の駅 
　11:00～16:00 
パソコン相談室 
　13:00～15:00

第15回健康福祉まつり(いこいの里)9:30～15:00

各小学校運動会（町内各小学校） 

日付 行　事 

2 水 

9 水 

16水 

3 木 

10木 

4 金 

11金 

5 土 

12土 

1 火 

7 月 

8 火 

6 日 

13日 

17木 

24木 

18金 

25金 

19土 

26土 

14月 

15火 

23水 

21月 

22火 

31木 

30水 

29火 

20日 

27日 

28月 
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発
行
／
岡
垣
町
役
場
　
編
集
／
地
域
づ
く
り
課
　
1
0
9
3
(2
8
2
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2
1
1

〒
8
1
1
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3
3
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
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丁
目
1
番
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号
　
　
　
印
刷
／
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

▼
先
日
「
最
近
の
広
報

紙
は
良
く
な
っ
た
」
と

い
う
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
を
目

指
し
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
は

こ
の
４
月
で
広
報
担
当
を
離
れ
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
内
容
も
良
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
広
報
担

当
だ
け
で
は
な
く
役
場
の
職
員
一
同

で
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
支
え
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

村
上)

▼
私
よ
り
広
報
キ
ャ
リ
ア
が
長
い
、

竹
森
さ
ん
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
広

報
担
当
に
な
っ
て
よ
う
や
く
１
年
が

経
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
大
変
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
竹
森
さ
ん
に
負
け

な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
広
報
ウ
ー
マ
ン
を
目
指
し
て
、
さ

ら
に
町
内
を
駆
け
め
ぐ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

(

波
多
野)

▼
４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
っ
た
竹

森
で
す
。
こ
れ
を
見
て
、
あ
ら
？
っ

と
思
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
か
く
い
う
私
は
、
１
年
前
ま
で

広
報
担
当
で
し
た
。
ま
た
こ
の
業
務

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

(

竹
森)

広報おかがきは古紙配合率100％再生紙を使用しています

編
集
後
記

国
際
交
流
員
ア
ド
リ
ア
ナ
の

ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
。
全
員
総
立

ち
・
総
踊
り
！

来
場
者
に
は
豪
華
景
品
も
。

地
元
で
採
れ
た
サ
ザ
エ
は
人

気
が
高
い
よ
う

▲町のキャラクター、セレナ
(写真右)とセレス(写真左)、
どこに行っても大人気

大
声
大
会
の
様
子
。
響
灘
に
向
か

っ
て
、
気
分
爽そ

う

快
、
大
発
声
!!

▲桜といえばやはり花見。家族
で、グループで、春の宴

▲毎年恒例の餅
もち

まき。リボン付き
の餅を拾った人に旅館｢はつし
ろ｣宿泊券プレゼント！

▲歌手の藤雄介さんと岡垣
町商工会女性部の共演。
場内が盛り上がります

３月31日に成田山不動寺境内地な
どで行われました。毎年、芸能・ダ
ンス・大声大会など数々の催しでに
ぎわいます。桜が満開になる３月下
旬から４月上旬にかけて、多くの人
が訪れ春の風情を満喫しました。

表 紙
説 明

わくわくドキドキ！ ４月11日に町内各中学校、12日に各小学校で入学式が行われました。希望に満ち溢れた表情と、緊張
した表情が交錯します。中学生277人、小学生338人が新たな場所で学習を始めます。入学、おめでとうございます。

柳
沢
ま
ち
あ
き
さ
ん
の
モ
ノ
マ

ネ
・
歌
謡
シ
ョ
ー

▲ ▲
▲▲


